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６
月
の
特
集
号
に
続
き
、
新
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
と
し
て
２

回
目
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
作
成
す
る
編
集

委
員
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず
、

新
人
議
員
は
必
ず
委
員
に
。
そ
し

て
２
期
目
議
員
か
ら
と
、
３
期
目

以
上
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
が

選
出
さ
れ
、
そ
の
議
員
で
委
員
会

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
員
だ
よ
り
が
皆
様
の
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
梅
雨
も
明
け

て
「
町
民
の
皆
さ
ん
暑
中
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
」
で
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
十
分
な
休
養
で

暑
い
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
沢
常
裕

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。
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編

初当選議員研修会

初当選議員研修（長野県自治会館）秦野 仁美

　5月25日、長野県町村議会議長会主催の初当選議
員研修会に参加しました。
　県下、145名の新人議員が勢ぞろいし、「議員とし
て活躍するために」と新潟県立大学国際地域学部 准
教授 田口一博氏の講義や、「議案の審議について」の
詳しい説明がありました。
　これから議員としてスタートするにあたり、議員とし
ての基本的心得やマナーを学んできました。
　市町村ごとに問題の内容は違ってきますが、解決手
法は同様ですので大変参考になりました。また立科町
が抱える問題解決についてのヒントもありましたので
今後の議員活動に活かしていきたいと思います。

5
月
8
日
に
開
催

第
３
回
臨
時
議
会

　
改
選
後
の
初
議
会
で
、議
長
･
副
議
長
の
選
出
や

議
会
構
成
を
決
定
。詳
細
は
、議
会
だ
よ
り
1
7
6
号

特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
。

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
子
ど
も
1
人
当
た
り

5
万
円
を
給
付
す
る
事
業
費
と
し
て
3
1
1
万
9

千
円
を
計
上

一般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

5
月
15
日
に
開
催

第
４
回
臨
時
議
会

表
紙
写
真

　
昨
年
８
月
初
旬
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。

　「
立
科
町
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の｢

休

耕
畑
に
ヒ
マ
ワ
リ
を
咲
か
せ
よ
う
！｣

と
の
事

業
に
、
上
房
の
数
名
が
協
力
し
て
６
月
初
旬

に
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
は
風
雨
に
耐
え
、
雑
草
と
も
共

生
し
な
が
ら
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
は
、
太
陽
を
追
っ
て
東
か

ら
南
、
そ
し
て
西
へ
と
向
き
を
変
え
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
大
輪
は
一
日
中
、

東
を
向
い
て
い
る
の
で
し
た
。

　「
え
〜
、
そ
う
な
の
〜
？
」
び
っ
く
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
ど
う
で
す
か
？

小
野
沢
常
裕
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マイナンバー制度による健康保険証廃止方針の撤回を求める陳情書さらなる少人数学級推進と教育予算の増額、
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書

★反対　榎本 真弓
　介護保険制度は、創設から22年が経過。利用者は３倍を超
え、介護費用も3.7倍13.3兆円となる。要介護の軽減・悪化
の防止という制度の理念を堅持し必要なサービスを提供して
いくためには、給付と負担の財源バランスが不可欠である。

介護保険制度の改善を求める陳情書

★反対　榎本 真弓
　国保制度の医療費が毎年１兆円増加している。現役世代の負
担増も大きな課題。国保基盤強化協議会において、全国知事会・
全国市長会・全国町村会の代表が参加し協議している。介護・
国保のどちらも制度の持続が重要、財源を考えず求めるばかり
の陳情は、共に不適切である。

国保制度の改善を求める陳情書

令和５年度立科町一般会計補正予算（第３号）

消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を求める請願書

★賛成　森澤 文王
　住民税非課税世帯等臨時特別給付事業経費は、令和５年度分の市
町村民税均等割が非課税の世帯を対象に１世帯３万円を給付する国
策を基にした事業であり、家計急変世帯に対しても町で対応すると
してあり、早急に実施してもらいたい事業と言える。
　ごみ収集のパッカー車の更新は、特殊車両のため発注から納車ま
で２年ほどかかるため今回予算化してあるとの事で、問題はない。
　小学校低学年棟前庭のブランコの更新も、老朽化に伴い児童の安
全に遊べる環境のために必要なものであることは間違いない。
　その他は、主に人事異動等に伴う人件費の増減であり、議案の審
査の結果、社会文教建設常任委員会に付託された議案は、反対の余
地のないものであり賛成する。

★賛成　　村田 桂子
　本予算の主は、物価高騰に対応して、非課税世帯に3万円支
給のための予算化約3千万円。また、会計年度任用職員の退職
金積み立て2名分54.7万円も予算化。退職金の対象はフルタイ
ム職員のみで、会計年度職員の大部分を占める短時間勤務職員
は対象外でほとんどは女性。誇りと気概を持って働いている短
時間勤務職員も退職金の対象とするよう待遇改善を図るべき。
　「ふるさと交流館土日の職員配置を複数に」など必要と認
め、賛成する。

★賛成　村田 桂子
　今年10月から実施予定の同制度は、消費税の免税措置が取
られている売り上げ1千万円以下の零細業者を狙い撃ちする過
酷なもの。立科町でも農業・商工業・観光など広範に影響が
及ぶ。延期を求める。

★反対　村田 桂子
　この議案では、令和3年度に続き、新たに人工降雪マシンス
ノーガン15台を購入と、それに伴う給水設備の増設改修費合
わせた約5千万円が予算化。
　説明では、増設の目的を「温暖化が進んでいるため、降雪
マシンの増設により一早いスキー場オープンで客の誘致を狙
うため必要」とのこと。
　審議の中では「スキー場の未来は暗い。新たな設備投資は
控え、営業期間も短縮して他の方面での収益増を考えたら」
「この先どれ程の設備更新が必要なのかの全体像が見えてこ
ない」との指摘があった。この間事故が相次いでいる。まず
は事故原因を見極め、当面安全対策に全力を尽くすべき。ス
キー場の今後の見通しをつける中での計画的整備が必要と考
える。

索道事業特別会計補正予算（第1号）

★反対　榎本 真弓
　改正マイナンバー法の関連法が、参院本会議で可決している。
マイナカードを持たない人のためには「資格保険証」が発行さ
れることで問題ない。ただし政府には、マイナカードによるト
ラブルの再発防止策を早急に望む。

★賛成　村田 桂子
　｢マイナ保険証」について問題が噴出。国民の7割が反対。
命にかかわる問題である。撤回を求める。

★反対　榎本 真弓
　政府は2021年度予算で、35人学級の実現やそれに伴う教
職員配置の充実を行った。市町村の財政力の差によって、教
育水準に格差があってはならない。国庫負担を２分の１に戻
す財源はどうするのか。さらなる増額と拡充を求める陳情は
不適切であり反対する。

◇ 請願･陳情　7件

○｢さらなる少人数学級推進と教育予算の増額｣･｢義務教育費国庫負担制度の堅持･拡充を求める陳情書  
○｢へきち教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと｣を長野県知事に求める陳
情書  ○介護保険制度の改善を求める陳情書  ○国保制度の改善を求める陳情書  ○マイナンバー制度による
健康保険証廃止方針の撤回を求める陳情書

消費税｢適格請求書（インボイス）方式｣の実施延期を求める請願書

継続審査

趣旨採択

採択

｢安保関連3文書｣の撤回と国会での慎重審議、対話の外交を求める意見書提出についての陳情

◇ 討論

3

令和5年第2回定例会を6月12日から6月21日までの10日間の会期で開き、
条例や補正予算、同意、請願･陳情などについて審議を行った。

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決･承認

◇ 条例の一部改正　3件

◇ 令和5年度補正予算　3件

◇ 農業委員13人の同意
◇ 財産の取得(圧雪車)

町税条例の一部改正
　個人住民税として、令和6年度から1人年額1,000円の森林環境税(国税)の導入、軽自動車税では電動キックボー
ドの区分新設などが主なもの

国民健康保険税条例の一部改正
　後期高齢者支援金基礎課税額の上限を20万円から22万円に改め、5割軽減の軽減判定所得を被保険者1人当たり28万
5千円から29万円に、2割軽減の軽減判定所得を被保険者1人当たり52万から53万5千円に引き上げる改正が主なもの

令和4年度補正予算4件　歳入の確定等による財源内訳の補正、事業等実績に伴う補正など

結果

◎

消防団条例の一部改正
　消防団員の定員を380人から340人に減員するための改正 ◎
立科町商工業振興条例の一部改正
　創業支援資金融資制度の拡充のため、対象を創業後間もない者に広げるための改正 ◎

立科町営住宅設置及び管理条例等の一部改正する条例制定について
　有線放送の廃止に伴い、町営住宅、子育て支援住宅などの募集方法を整理する改正 ◎

一般会計補正予算（第3号）
　令和5年度住民税非課税世帯等に対して1世帯3万円を支給するための経費3,130万円、ごみ収集車の更新費用
1,900万円、小学校のブランコ更新費用111万5千円など総額4,027万3千円を追加 ◎

水道事業会計補正予算（第1号）
　人事異動に伴う人件費の補正
索道事業特別会計補正予算（第1号）
　白樺高原国際スキー場、しらかば2in1スキー場へのスノーマシン･スノーガンの増設費用4,989万6千円の計上など ○

繰越明許費の報告(一般会計、水道事業会計、下水道事業会計　3件)
専決処分事項の報告(損害賠償額の確定)

◎
◎

令和5年 第２回定例会

◇ 専決処分の承認

◇ 報告

 各議員の賛否結果

議決結果
議案等の件名

 議員名 今
井 

清

今
井
英
昭

榎
本
真
弓

村
田
桂
子

森
澤
文
王

村
松
浩
喜

中
村
茂
弘

芝
間
教
男

今
井
健
児
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採択○■○○○○○○■○■介護保険制度の改善を求める陳情書

趣旨採択消費税｢適格請求書(インボイス)方式｣の実施延期を
求める請願書 ○○□○○○□○○○○

可決○○■○○○○○○○○令和5年度立科町索道事業特別会計補正予算(第1号)

採択○■○○○○○○■○■国保制度の改善を求める陳情書

○■○○■○■○■○■マイナンバー制度による健康保険証廃止方針の撤回
を求める陳情書 採択

※「○」は賛成、「■」は反対、「□」は意見書を提出すべきという立場　※議長の今井 清議員は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は、全会一致でした。

○■○○○○○○○○○ 採択｢さらなる少人数学級推進と教育予算の増額｣･｢義務
教育費国庫負担制度の堅持･拡充を求める陳情書
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マイナンバー制度による健康保険証廃止方針の撤回を求める陳情書さらなる少人数学級推進と教育予算の増額、
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書

★反対　榎本 真弓
　介護保険制度は、創設から22年が経過。利用者は３倍を超
え、介護費用も3.7倍13.3兆円となる。要介護の軽減・悪化
の防止という制度の理念を堅持し必要なサービスを提供して
いくためには、給付と負担の財源バランスが不可欠である。

介護保険制度の改善を求める陳情書

★反対　榎本 真弓
　国保制度の医療費が毎年１兆円増加している。現役世代の負
担増も大きな課題。国保基盤強化協議会において、全国知事会・
全国市長会・全国町村会の代表が参加し協議している。介護・
国保のどちらも制度の持続が重要、財源を考えず求めるばかり
の陳情は、共に不適切である。

国保制度の改善を求める陳情書

令和５年度立科町一般会計補正予算（第３号）

消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を求める請願書

★賛成　森澤 文王
　住民税非課税世帯等臨時特別給付事業経費は、令和５年度分の市
町村民税均等割が非課税の世帯を対象に１世帯３万円を給付する国
策を基にした事業であり、家計急変世帯に対しても町で対応すると
してあり、早急に実施してもらいたい事業と言える。
　ごみ収集のパッカー車の更新は、特殊車両のため発注から納車ま
で２年ほどかかるため今回予算化してあるとの事で、問題はない。
　小学校低学年棟前庭のブランコの更新も、老朽化に伴い児童の安
全に遊べる環境のために必要なものであることは間違いない。
　その他は、主に人事異動等に伴う人件費の増減であり、議案の審
査の結果、社会文教建設常任委員会に付託された議案は、反対の余
地のないものであり賛成する。

★賛成　　村田 桂子
　本予算の主は、物価高騰に対応して、非課税世帯に3万円支
給のための予算化約3千万円。また、会計年度任用職員の退職
金積み立て2名分54.7万円も予算化。退職金の対象はフルタイ
ム職員のみで、会計年度職員の大部分を占める短時間勤務職員
は対象外でほとんどは女性。誇りと気概を持って働いている短
時間勤務職員も退職金の対象とするよう待遇改善を図るべき。
　「ふるさと交流館土日の職員配置を複数に」など必要と認
め、賛成する。

★賛成　村田 桂子
　今年10月から実施予定の同制度は、消費税の免税措置が取
られている売り上げ1千万円以下の零細業者を狙い撃ちする過
酷なもの。立科町でも農業・商工業・観光など広範に影響が
及ぶ。延期を求める。

★反対　村田 桂子
　この議案では、令和3年度に続き、新たに人工降雪マシンス
ノーガン15台を購入と、それに伴う給水設備の増設改修費合
わせた約5千万円が予算化。
　説明では、増設の目的を「温暖化が進んでいるため、降雪
マシンの増設により一早いスキー場オープンで客の誘致を狙
うため必要」とのこと。
　審議の中では「スキー場の未来は暗い。新たな設備投資は
控え、営業期間も短縮して他の方面での収益増を考えたら」
「この先どれ程の設備更新が必要なのかの全体像が見えてこ
ない」との指摘があった。この間事故が相次いでいる。まず
は事故原因を見極め、当面安全対策に全力を尽くすべき。ス
キー場の今後の見通しをつける中での計画的整備が必要と考
える。

索道事業特別会計補正予算（第1号）

★反対　榎本 真弓
　改正マイナンバー法の関連法が、参院本会議で可決している。
マイナカードを持たない人のためには「資格保険証」が発行さ
れることで問題ない。ただし政府には、マイナカードによるト
ラブルの再発防止策を早急に望む。

★賛成　村田 桂子
　｢マイナ保険証」について問題が噴出。国民の7割が反対。
命にかかわる問題である。撤回を求める。

★反対　榎本 真弓
　政府は2021年度予算で、35人学級の実現やそれに伴う教
職員配置の充実を行った。市町村の財政力の差によって、教
育水準に格差があってはならない。国庫負担を２分の１に戻
す財源はどうするのか。さらなる増額と拡充を求める陳情は
不適切であり反対する。

◇ 請願･陳情　7件

○｢さらなる少人数学級推進と教育予算の増額｣･｢義務教育費国庫負担制度の堅持･拡充を求める陳情書  
○｢へきち教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと｣を長野県知事に求める陳
情書  ○介護保険制度の改善を求める陳情書  ○国保制度の改善を求める陳情書  ○マイナンバー制度による
健康保険証廃止方針の撤回を求める陳情書

消費税｢適格請求書（インボイス）方式｣の実施延期を求める請願書

継続審査

趣旨採択

採択

｢安保関連3文書｣の撤回と国会での慎重審議、対話の外交を求める意見書提出についての陳情

◇ 討論

3

令和5年第2回定例会を6月12日から6月21日までの10日間の会期で開き、
条例や補正予算、同意、請願･陳情などについて審議を行った。

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決･承認

◇ 条例の一部改正　3件

◇ 令和5年度補正予算　3件

◇ 農業委員13人の同意
◇ 財産の取得(圧雪車)

町税条例の一部改正
　個人住民税として、令和6年度から1人年額1,000円の森林環境税(国税)の導入、軽自動車税では電動キックボー
ドの区分新設などが主なもの

国民健康保険税条例の一部改正
　後期高齢者支援金基礎課税額の上限を20万円から22万円に改め、5割軽減の軽減判定所得を被保険者1人当たり28万
5千円から29万円に、2割軽減の軽減判定所得を被保険者1人当たり52万から53万5千円に引き上げる改正が主なもの

令和4年度補正予算4件　歳入の確定等による財源内訳の補正、事業等実績に伴う補正など

結果

◎

消防団条例の一部改正
　消防団員の定員を380人から340人に減員するための改正 ◎
立科町商工業振興条例の一部改正
　創業支援資金融資制度の拡充のため、対象を創業後間もない者に広げるための改正 ◎

立科町営住宅設置及び管理条例等の一部改正する条例制定について
　有線放送の廃止に伴い、町営住宅、子育て支援住宅などの募集方法を整理する改正 ◎

一般会計補正予算（第3号）
　令和5年度住民税非課税世帯等に対して1世帯3万円を支給するための経費3,130万円、ごみ収集車の更新費用
1,900万円、小学校のブランコ更新費用111万5千円など総額4,027万3千円を追加 ◎

水道事業会計補正予算（第1号）
　人事異動に伴う人件費の補正
索道事業特別会計補正予算（第1号）
　白樺高原国際スキー場、しらかば2in1スキー場へのスノーマシン･スノーガンの増設費用4,989万6千円の計上など ○

繰越明許費の報告(一般会計、水道事業会計、下水道事業会計　3件)
専決処分事項の報告(損害賠償額の確定)

◎
◎

令和5年 第２回定例会

◇ 専決処分の承認

◇ 報告

 各議員の賛否結果

議決結果
議案等の件名

 議員名 今
井 

清

今
井
英
昭

榎
本
真
弓

村
田
桂
子

森
澤
文
王

村
松
浩
喜

中
村
茂
弘

芝
間
教
男

今
井
健
児

小
野
沢
常
裕

宮
坂
幸
夫

秦
野
仁
美

採択○■○○○○○○■○■介護保険制度の改善を求める陳情書

趣旨採択消費税｢適格請求書(インボイス)方式｣の実施延期を
求める請願書 ○○□○○○□○○○○

可決○○■○○○○○○○○令和5年度立科町索道事業特別会計補正予算(第1号)

採択○■○○○○○○■○■国保制度の改善を求める陳情書

○■○○■○■○■○■マイナンバー制度による健康保険証廃止方針の撤回
を求める陳情書 採択

※「○」は賛成、「■」は反対、「□」は意見書を提出すべきという立場　※議長の今井 清議員は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は、全会一致でした。

○■○○○○○○○○○ 採択｢さらなる少人数学級推進と教育予算の増額｣･｢義務
教育費国庫負担制度の堅持･拡充を求める陳情書

2



総務経済常任委員会
所　管　総務課・企画課・産業振興課・会計室・議会事務局
委員長／今井健児　副委員長／村松浩喜
委　員／今井英昭　村田桂子　中村茂弘　小野沢常裕

６月19日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

質
疑Q

A
＆

社会文教建設常任委員会
所　管　町民課･建設環境課･教育委員会･保育園
委員長／芝間教男　副委員長／秦野仁美
委　員／今井清　榎本真弓　森澤文王　宮坂幸夫

６月16日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

質
疑Q

A
＆

スノーガン

4

現
状
に
即
し
て
定
数
を
減
ら

す
（
３
８
０
人
→
３
４
０
人
）

と
い
う
事
だ
が
、
支
障
は
な
い
か
。

災
害
が
あ
っ
た
場
合
の
現
状

は
さ
ほ
ど
な
い
が
、
仕
事
と

の
両
立
の
中
、
活
動
に
参
加
で
き

な
い
等
、
声
は
あ
が
っ
て
い
る
。

課
題
に
つ
い
て
は
消
防
団
の
幹
部

会
で
検
討
を
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
10
月
１
日
の
団
員

数
に
す
る
」
等
事
務
負
担
の

軽
減
も
含
め
条
例
改
正
を
し
な
く

て
も
済
む
よ
う
な
検
討
は
さ
れ
て

い
る
か
。

検
討
は
今
ま
で
し
て
い
な

い
が
、
で
き
る
か
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
村
総
合
事
務
組
合
負
担
金

の
対
象
者
は
フ
ル
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
だ
け
か
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。

で
は
ど
う
い
う
負
担
金
か
。

退
職
手
当
の
負
担
金
で
あ

る
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
は
対
象

外
か
。

組
合
の
退
職
手
当
条
例
で
規

定
さ
れ
て
お
り
、
対
象
外
で

あ
る
。地

方
創
生
人
材
支
援
制
度
の

皆
減
３
０
０
万
円
の
理
由

は
。

当
町
は
デ
ジ
タ
ル
専
門
官
と

し
て
の
派
遣
を
２
年
間
要
望

し
て
い
た
が
、
１
年
で
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
か
ら
打
ち
切
ら
れ
た
。
代
わ

り
に
営
業
担
当
と
し
て
の
支
援
を

受
け
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。

予
算
を
皆
減
す
る
の
が
早
い

よ
う
に
思
う
が
、
支
援
制
度

に
限
ら
ず
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
探
す

予
定
は
あ
る
か
。

適
当
な
方
が
い
て
立
科
町
に

来
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
事

に
な
れ
ば
、
補
正
を
あ
げ
て
い
く
。

リ
フ
ト
事
業
経
費
の
中
身

は
。

ス
ノ
ー
ガ
ン
を
国
際
ス
キ
ー

場
に
３
台
、
２
in
１
に
12
台
。

給
水
栓
（
ス
ノ
ー
ガ
ン
用
）
を
２

in
１
に
新
設
７
か
所
、
交
換
が
５

か
所
。今

後
の
計
画
は
。

指
定
管
理
者
か
ら
の
要
望
が

あ
り
、
も
う
２
、３
回
は
導

入
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

給
水
の
老
朽
化
が
過
去
か
ら

あ
る
中
、
今
後
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
回
は
給
水
の
「
栓
」
の
部

分
で
あ
る
。
一
番
の
課
題
は

配
管
の
部
分
で
あ
る
。
給
水
栓
の

方
は
お
お
む
ね
３
千
万
程
度
を
考

え
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
一
部
分

で
あ
る
。

令
和
３
年
度
に
導
入
を
し
た

ス
ノ
ー
マ
シ
ン
に
よ
る
効
果

は
。

諏
訪
管
内
の
ス
キ
ー
場
の

デ
ー
タ
は
と
っ
て
い
る
。
当

町
は
12
月
ぐ
ら
い
か
ら
お
客
様
を

取
り
込
め
た
が
、
近
隣
の
ス
キ
ー

場
は
12
月
頃
の
人
工
雪
の
整
備
が

で
き
ず
、
集
客
が
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
反
省
を
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
昨
年

の
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ

前
の
８
、９
割
ま
で
回
復
し
て
き

て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
効

果
は
あ
っ
た
。

立
科
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
立
科
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い
て

令
和
５
年
度
立
科
町
索
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

スノーマシン
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６月19日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

質
疑Q

A
＆

社会文教建設常任委員会
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質
疑Q

A
＆

5

「
法
定
利
率
」
へ
文
言
の
改

正
が
あ
る
が
何
％
か
。

現
在
は
年
３
％
で
あ
る
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
課
す
「
年

５
分
の
割
合
」
と
い
う
現
行

の
も
の
よ
り
安
く
な
る
の
は
。

民
法
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
事
業
（
令
和
５
年

度
立
科
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
支

援
給
付
金
）
は
、
国
か
ら
の
通
知

か
ら
ど
の
位
の
時
間
で
実
施
さ
れ

る
も
の
か
。

今
回
の
も
の
は
、
３
月
に
給

付
を
す
る
決
定
が
あ
り
、
５

月
頃
に
制
度
設
計
を
し
た
。
６
月

に
予
算
計
上
し
、
７
月
に
は
実
施

し
た
い
と
い
う
大
変
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
事
業
で
あ
る
。

ご
み
収
集
の
パ
ッ
カ
ー
車
の

更
新
を
補
正
予
算
に
計
上
し

た
理
由
は
。

平
成
23
年
度
に
更
新
し
た
も

の
で
、
令
和
８
年
度
に
更
新

の
予
定
だ
が
、
特
殊
車
両
の
た
め

発
注
か
ら
納
車
ま
で
２
年
ほ
ど
か

か
る
。
加
え
て
、
佐
久
平
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
搬
入
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
走
行
距
離

が
増
え
、
修
繕
も
見
込
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
今

回
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

リ
ー
ス
は
検
討
し
た
か
。

リ
ー
ス
を
は
じ
め
、
国
の
補

助
も
検
討
し
た
。

プ
レ
ー
ト
コ
ン
パ
ク
タ
ー

（
転
圧
機
）
を
今
回
新
規
で

買
う
理
由
は
。

町
道
の
穴
埋
め
作
業
を
職
員

が
行
っ
て
い
る
。
合
材
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
穴
に
入
れ
、
手
で

突
い
て
転
圧
を
行
っ
て
い
る
。
昨

年
は
、
20
㎏
サ
イ
ズ
の
合
材
を

４
７
６
袋
使
用
し
た
。
大
き
な
穴

の
場
合
、
作
業
負
担
が
大
き
い
。

時
間
の
短
縮
と
作
業
負
担
の
軽
減

の
た
め
、
加
え
て
仕
上
が
り
が
良

く
な
る
こ
と
か
ら
購
入
し
た
い
。

小
学
校
低
学
年
棟
前
庭
の
ブ

ラ
ン
コ
の
更
新
は
、
授
業
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
夏
休
み
に
行

う
の
か
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。

風
の
子
広
場
に
※

イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
導
入
す
る

事
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の

ブ
ラ
ン
コ
の
更
新
で
は
検
討
し
た

か
。

学
校
の
先
生
方
に
要
望
を

取
っ
た
中
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
に
つ
い
て
の
要
望
は
な

か
っ
た
。
要
望
を
受
け
た
中
で
対

応
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に
つ
い
て
は
、

現
在
色
々
な
も
の
が
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
風
の
子
広
場

を
含
め
て
、
子
ど
も
達
が
安
全
に

遊
べ
る
も
の
と
し
て
検
討
し
て
お

り
、
高
額
な
遊
具
で
あ
る
が
、
今

後
、
風
の
子
広
場
等
で
遊
具
の
更

新
の
際
に
は
導
入
を
検
討
し
た

い
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

楽
し
く
遊
べ
る
も
の

令
和
５
年
度
立
科
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

立
科
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

現
在
の
穴
埋
め
作
業
の
様
子

現
在
使
用
禁
止
の
ブ
ラ
ン
コ



一
般
質
問
の
文
章
は
質
問
者
の

責
任
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

今定例会では、議員 10人が一般質問を行いました。

小野沢　常裕 議員 …………………… 7ページ
　後期高齢者の増加に伴う農業経営について

村田　桂子 議員 ……………………… 7ページ
　2期目にあたっての施政方針を問う

芝間　教男 議員 ……………………… 8ページ
　1「たてしなび」の活用について
　2 凍霜害被害について

森澤　文王 議員 ……………………… 8ページ
　1 子育て支援について
　2 有害鳥獣駆除について
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　1 幅広い年齢に対する住民サービスの向上を
　2スポーツツーリズムの推進を

秦野　仁美 議員 ……………………… 9ページ
　1 立科町の魅力について
　2 移住者行政について
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　行財政運営について
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質問項目

町
政
に
つ
い
て
問
う
！

おのざわ　  ときひろ

むらた　　けいこ

しばま　　のりお

もりさわ　  ふみお

えのもと　  まゆみ
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一 般 質 問 質問者による要約

水
田
の
耕
作
放
棄
地
は
現
在
何
ha

で
何
％
か
。
ど
の
よ
う
な
傾
向
か
。

産
業
振
興
課
長　
放
棄
地
は
38 

ha
で
全
体

の
５
％
に
な
る
。
山
間
部
が
多
い
。

標
準
家
庭
が
米
農
家
で
生
活
し
て

い
く
に
は
何
ha
の
耕
作
が
必
要
か
。

産
業
振
興
課
長　
年
間
所
得
を
４
５
０
万

円
と
す
る
と
15 

ha
が
必
要
で
あ
る
。

町
の
認
定
農
業
者
は
何
名
か
。
15 

ha
以
上
の
耕
作
者
は
何
名
か
。

産
業
振
興
課
長　

72
名
で
15  

ha
以
上
の

耕
作
は
４
経
営
体
で
あ
る
。

水
田
の
耕
作
を
依
頼
し
た
い
場
合
、

ど
こ
へ
相
談
に
行
け
ば
よ
い
か
。

水
田
の
集
積
や
集
約
は
行
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
農
業
委
員
会
が
行
っ
て

い
る
農
政
相
談
会
や
農
協
な
ど
へ
相
談

を
。
町
と
し
て
は
集
積
や
集
約
は
行
っ
て

い
な
い
が
中
間
管
理
機
構
を
活
用
で
き

る
。

米
作
り
に
は
毎
月
の
収
入
が
な
く
、　　

中
小
規
模
で
は
生
活
が
で
き
な
い
。

若
年
層
の
農
業
離
れ
は
仕
方
な
い
で
は
な

い
か
。

町
長
　
全
国
的
に
離
職
の
傾
向
が
あ
る

が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
や
Ａ
Ｉ
の
活

用
で
魅
力
あ
る
農
業
を
研
究
し
て
前
に
進

め
た
い
。

農
業
機
械
も
自
動
運
転
の
時
代
に

な
る
。
第
３
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
こ
の

こ
と
も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
町
の
振
興
計
画
に
沿
っ

て
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業

等
の
導
入
を
考
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
た

い
。

米
作
り
は
大
規
模
経
営
者
と
前
期　
　

高
齢
者
に
任
せ
た
ら
ど
う
か
。
耕

作
を
続
け
る
水
田
と
そ
う
で
な
い
水
田
に

区
分
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長
　
農
業
は
町
の
基
幹
産
業
。
10
年
後

の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
地
域
計
画
の
策

定
の
過
程
で
区
分
け
に
つ
い
て
も
理
解
が

深
ま
る
と
思
う
。　
　

食
料
自
給
率
は
37
％
と
低
い
の
で

水
田
を
守
ら
な
け
れ
ば
。
団
塊
の

世
代
の
頑
張
り
で
今
は
放
棄
地
が
少
な
い

が
、
数
年
後
を
見
越
し
た
施
策
を
お
願
い

し
た
い
。

両
角
町
政
2
期
目
に
あ
た
っ
て
の

重
点
政
策
・
抱
負
は
。

町
長
　
一
番
力
を
入
れ
た
い
の
は
人
口
減

少
を
少
し
で
も
抑
制
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
①
集
合
住
宅
の
建
設　
②
次
世
代
へ
の

投
資　

③
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
め
ざ

す
。

さ
ら
な
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
、
①
保
育
料
・
医
療

費
の
完
全
無
料
化
を
。
必
要
な
財
源
は
。

②
小
中
学
校
に
上
が
る
際
、
学
用
品
・
制

服
な
ど
大
変
お
金
が
か
か
る
。
入
学
・
卒

業
祝
い
金
の
新
設
を
。
③
高
校
生
支
援
で

交
通
費
補
助
・
バ
イ
ク
な
ど
購
入
費
補
助

は
。
④
大
学
等
へ
の
給
付
型
奨
学
金
創
設

は
。

教
育
次
長
　
①
保
育
料
は
３
歳
児
以
上
は

国
策
で
す
で
に
無
料
。
当
町
は
第
３
子
無

料
・
第
２
子
半
額
と
な
っ
て
い
る
。
保
護

者
か
ら
徴
収
し
て
い
る
保
育
料
は
年
に

７
２
０
万
円
。②
オ
ム
ツ
を
園
で
処
理
し
、

給
食
費
副
食
費
無
料
化
を
始
め
た
ば
か

り
。
新
た
な
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長
　
③
町
外
の
高
校
は
、
生
徒
と
保
護

者
自
身
が
選
ん
だ
も
の
。
支
援
は
考
え
な

い
。
④
現
在
、
町
内
へ
の
移
住
者
な
ど
に

は
奨
学
金
の
返
済
支
援
を
し
て
い
る
。

活
気
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
①

農
ん
喜
村
の
入
り
口
、
渋
滞
の
元

と
な
っ
て
い
る
西
側
か
ら
の
進
入
路
の
右

折
路
線
の
拡
幅
は
。
②
移
住
人
口
を
増
や

す
た
め
に
、
町
営
住
宅
の
増
設
を
。
入
れ

な
い
人
の
た
め
に
家
賃
補
助
制
度
を
。
③

公
民
館
の
老
朽
化
を
受
け
複
合
施
設
建
設

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
。

町
長
　
①
毎
年
、
拡
幅
に
つ
い
て
県
に
要

望
し
て
い
る
。
②
空
き
家
活
用
や
集
合
住

宅
の
建
設
は
急
務
。
最
優
先
で
行
う
。
家

賃
補
助
に
つ
い
て
は
必
要
が
あ
れ
ば
考
え

る
。
③
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
た
た
き
台
を
作
っ
て
い
る
。　

　
他
に
障
が
い
者
施
策
（
医
療
費
窓
口
完

全
無
料
化・給
食
費
補
助
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
建
設
）、
公
共
交
通
（
増
発
・
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
）
改
善
を
求
め
た
。

小
おのざわ
野沢　常

ときひろ
裕

村
むらた
田　桂

けいこ
子

後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
農
業

経
営
に
つ
い
て

2
期
目
に
あ
た
っ
て
の
施
政
方
針

を
問
う

拡がる耕作放棄水田

空きのない町営住宅。増設が待たれる。
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一 般 質 問 質問者による要約

「
た
て
し
な
び
」
の
活
用
構
想
を
問

う
。

町
長
　
紙
媒
体
の
お
知
ら
せ
に
比
べ
情
報

伝
達
が
格
段
に
早
く
な
り
、
将
来
的
に
も

Ｄ
Ｘ
推
進
（
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
変
革
）
に

繋
が
り
、
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。「

た
て
し
な
び
」
ど
う
活
か
す
か
。

企
画
課
長　
現
在
、
お
知
ら
せ
音
声
告
知

の
ほ
か
、
広
報
た
て
し
な
・
立
科
ス
マ
イ

ル
交
通
運
行
時
刻
表
・
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
の
情
報
関
係
、
並
び
に
町
や

県
、
気
象
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
災
害
発
生
時
に
は
緊
急

モ
ー
ド
と
な
り
、
最
大
音
声
で
注
意
喚
起

を
伝
え
る
。

　

今
後
は
、
写
真
投
稿
機
能
を
活
用
し

て
、
消
防
団
員
に
災
害
現
場
の
写
真
を
送

信
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
相
互
通
信
機
能

を
利
用
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
活

用
し
て
行
く
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
行
き

た
い
。

立
科
町
、
凍
霜
被
害
へ
の
認
識
は
。

町
長　
令
和
３
年
度
の
被
害
を
大
き
く
上

回
る
被
害
と
認
識
し
、
農
業
生
産
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
農
家

へ
の
経
済
的
損
失
の
懸
念
を
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
今
後
施
策
を
講
じ
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

被
害
状
況
の
調
査
は
。

産
業
振
興
課
長　
５
月
18
日
に
、
関
係
機

関
と
共
同
で
り
ん
ご
圃
場
の
被
害
状
況
調

査
を
行
な
っ
た
。

　
減
収
見
込
み
８
３
０
ｔ
、
被
害
金
額
予

想
は
お
よ
そ
１
億
５
千
万
円
で
令
和
３
年

の
凍
霜
被
害
時
の
約
３・９
倍
。

　

今
後
は
り
ん
ご
の
生
育
状
況
を
把
握

し
、関
係
機
関
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

農
家
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
反

映
さ
せ
た
総
合
的
な
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
と
し
て
、
ど
う
し
て
行
く
考
え

か
。

町
長
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ

シ
ン
に
加
え
、
最
近
で
は
サ
ル
も
出
没
し

有
害
鳥
獣
の
出
没
は
多
種
に
わ
た
っ
て
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
有
害
鳥
獣
の
存

在
は
住
民
の
日
常
生
活
や
農
業
に
大
き
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
農
作
物
の

被
害
や
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
加
、
安
全
の

脅
威
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
も
の

で
あ
る
。
町
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
駆
除
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
事
は
、
私
も
認

識
し
て
い
る
。
住
民
の
暮
ら
し
や
す
い
生

活
環
境
に
向
け
て
駆
除
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
頭

数
は
、
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
く
く
り

罠
に
よ
る
捕
獲
と
銃
器
に
よ
る
捕
獲
を
実

施
し
て
お
り
、令
和
４
年
度
は
１
２
２
頭
、

令
和
３
年
度
は
１
１
８
頭
、
令
和
２
年
度

１
５
９
頭
を
捕
獲
し
た
。
住
民
、
猟
友
会

員
の
目
撃
情
報
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
頭

数
は
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
農
作

物
へ
の
被
害
や
森
林
へ
の
影
響
な
ど
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
地
域
の
皆
様
の

協
力
の
も
と
侵
入
防
止
策
を
設
置
し
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
町
の
猟
友
会

員
は
高
齢
化
に
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
年

間
の
捕
獲
頭
数
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
現

在
、
捕
獲
以
外
に
有
効
な
手
段
が
な
い
た

め
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
引
き
続
き
、

く
く
り
罠
や
銃
器
に
よ
る
捕
獲
を
行
っ
て

い
く
。町

が
手
厚
く
駆
除
の
支
援
を
し
て

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長
　
行
政
は
、
猟
友
会
や
ご
協
力
頂
く

皆
様
方
に
対
し
て
の
支
援
は
、
当
然
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い

て
、
こ
の
場
で
の
答
弁
は
で
き
な
い
が
、

前
向
き
に
考
え
る
。

芝
しばま
間　教

のりお
男

森
もりさわ
澤　文

ふみお
王

凍霜に遭ったりんごの花（撮影 4/26）

夜間の県道沿いのニホンジカ

「
た
て
し
な
び
」
を
身
近
な
も
の

にど
う
す
る
「
凍
霜
被
害
」

大
打
撃
!!

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
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同心協力

住
民
と
向
き
合
い
住
民
の
声
を
ど

う
受
け
止
め
る
か
。

町
長
　
協
働
の
町
づ
く
り
を
推
進
、
住
民

の
声
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ

対
策
を
最
優
先
に
行
っ
て
き
た
。
補
助
制

度
創
設
に
は
、
財
源
・
費
用
対
効
果
・
対

象
者
の
把
握
な
ど
を
積
み
上
げ
慎
重
に
判

断
す
る
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補

助
の
検
討
は
。

総
務
課
長　

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
５
年
４
月
よ
り
努
力
義
務
化
さ

れ
た
。
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
前
向
き
に

検
討
す
る
。

立
科
町
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
補
助
を
、
上
限
１
万
円
2
回
補

助
し
て
い
る
。
現
状
と
今
後
を
伺
う
。

教
育
次
長
　
平
成
12
年
よ
り
子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
る
。
需
要
が
高
い
の
で
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

長
野
県
は
令
和
５
年
よ
り
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
事
業
を
行
う
自

治
体
へ
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
助
成
事

業
の
創
設
は
。

町
民
課
長　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
考
え

は
。

町
民
課
長
　
国
の
定
期
接
種
の
検
討
状
況

を
注
視
し
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

町
民
が
望
む
助
成
を
、
他
の
自
治

体
よ
り
早
く
行
う
べ
き
で
は
。

町
長
　
立
科
独
自
の
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
必
要
性
は
理
解
す
る
が
考
え
る
。

立
科
町
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、

地
域
活
性
に
繋
げ
る
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
準
高
地
健
康
増
進
エ
リ
ア
の
適
性

を
生
か
し
、
近
隣
自
治
体
や
民
間
企
業
と

協
力
し
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
さ
ら
に

推
進
す
る
。

他
の
町
と
比
較
し
た
際
に
ど
ん
な

特
徴
や
魅
力
が
あ
る
の
か
。

町
長
　
豊
か
な
自
然
、お
い
し
い
水
、又
、

農
業
や
畜
産
、
林
業
、
観
光
が
魅
力
で
あ

り
、
こ
の
豊
か
な
環
境
は
、
子
育
て
に
も

適
し
て
い
る
。

　

移
住
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
今
後
、
大

手
民
間
会
社
を
活
用
し
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
移
住
の
Ｐ
Ｒ
は
大
切
だ
が
、

移
住
者
を
増
や
す
た
め
に
は
希
望
者
が

望
む
住
宅
の
供
給
数
が
不
足
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
空
き
家
利
用
の
促
進
補
助
金
の

活
用
や
新
た
な
賃
貸
住
宅
の
設
置
を
検
討

す
る
。移

住
者
が
感
じ
る
「
町
民
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

町
長
　
移
住
者
と
地
元
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
う

め
る
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
、
移
住
者

が
分
け
隔
て
な
く
お
互
い
の
立
場
や
考
え

を
理
解
し
合
い
な
が
ら
協
調
し
て
い
く
こ

と
、
歩
み
寄
る
こ
と
が
最
も
大
切
。

移
住
者
に
対
し
て
の
聞
き
取
り
『
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
』
を
行
っ
て
い
た
か
。

企
画
課
長
　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
は
い
な
い

が
、
今
後
、
移
住
定
住
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

見
直
し
を
行
い
、
移
住
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
活
動
が
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

移
住
に
つ
い
て
は
、
商
い
に
通
じ

る
部
分
が
あ
る
。
近
江
商
人
に
語

り
継
が
れ
て
い
る
『
三
方
良
し
』
の
考
え

は
、
移
住
者
・
受
け
入
れ
側
共
に
必
要
。

『
買
っ
て
よ
し
・
売
っ
て
よ
し
・
み
ん
な

よ
し
』
を
移
住
に
置
き
換
え
る
と
『
来
て

よ
し
・
住
ん
で
も
ら
っ
て
よ
し
・
み
ん
な

よ
し
』
お
互
い
に
歩
み
寄
る
姿
勢
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
理
想
と
す
る
移
住
の
心
は
、
移
住
者
も

地
元
住
民
も
含
め
て
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
み
ん
な
仲
間
で
す
。
全
て
の
人
が

感
謝
の
心
を
持
つ
、
大
阪
商
人
が
言
う
所

の
『
お
か
げ
さ
ん
で
』
と
い
う
気
持
ち
を

お
互
い
に
持
つ
こ
と
が
、
移
住
の
成
功
の

種
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

榎
えのもと
本　真

まゆみ
弓

秦
はたの
野　仁

ひとみ
美

幅
広
い
年
齢
に
対
す
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を

立
科
町
の
魅
力
に
つ
い
て

移
住
者
行
政
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
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行
財
政
運
営
の
推
進
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
は
。

町
長
　
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
長

期
的
な
展
望
に
立
ち
、
健
全
な
財
政

運
営
の
体
制
確
立
に
邁
進
し
て
い
く
。

第
5
次
立
科
町
振
興
計
画
及
び
実

施
計
画
中
の
計
画
的
・
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
に
お
い
て
、

　
①
計
画
策
定
後
に
取
り
組
み
が
強
化
さ

れ
た
自
治
体
D
X
の
導
入
の
位
置
付
け

は
。

企
画
課
長
　
計
画
の
中
に
D
X
と
深
い

関
わ
り
と
方
向
性
も
同
じ
施
策
が
あ
り
、

そ
こ
に
位
置
付
け
て
い
る
。

②
A
I
チ
ャ
ッ
ト
を
業
務
支
援
と

し
て
の
導
入
の
考
え
は
。

企
画
課
長
　
方
法
や
個
人
情
報
の
保
護
、

例
規
の
制
定
・
改
正
等
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。
長
野
県
が
試
験
的
に
導
入
を
し

て
い
て
、
そ
の
状
況
も
見
な
が
ら
D
X

推
進
体
制
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

D
X
推
進
を
す
る
に
あ
た
り
、
振

興
計
画
の
中
に
し
っ
か
り
と
「
D
X

推
進
」
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
自
治
体
D
X
は
、
後
世
か
ら
「
令

和
の
行
政
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
ぐ
ら
い
大

き
な
変
革
で
あ
り
、
町
が
早
い
時
期
に
導

入
が
で
き
る
か
に
よ
り
、
今
後
の
行
財
政

運
営
の
推
進
に
影
響
さ
れ
る
と
推
測
す

る
。

第
6
次
立
科
町
振
興
計
画
に
ど
の

よ
う
に
繋
げ
る
の
か
。

町
長
　
第
６
次
振
興
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト

が
ま
と
ま
り
、
事
業
評
価
や
検
証
を
踏
ま

え
て
策
定
計
画
に
沿
っ
た
中
で
行
な
っ
て

い
く
。

＊
A
I
チ
ャ
ッ
ト
：
人
工
知
能
A
I
と

の
チ
ャ
ッ
ト
（
会
話
）
に
お
い
て
“
仕
事

の
発
注
”
を
す
る
と
、
今
ま
で
人
が
お
こ

な
っ
て
い
た
文
章
・
契
約
書
・
計
画
書
な
ど

の
作
成
や
添
削
、
文
章
の
要
約
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
作
成
な
ど
を
短
時
間
に
仕
上
げ
て
も

ら
え
る
。
代
表
的
な
も
の
に
「
チ
ャ
ッ
ト

G
P
T
」
が
あ
り
、
す
で
に
自
治
体
・
民
間

企
業
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
正
確
性
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
課
題
が
多
く

採
用
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
論
も
あ
る
。

役
場
内
で
の
コ
ピ
ー
代
金
の
異
な

り
に
つ
い
て
（
参
拾
・
弐
拾
・
壱

拾
円
）

総
務
課
長
　
コ
ピ
ー
の
種
類
に
応
じ
た
料

金
の
た
め
。

売
上
金
の
管
理
に
つ
い
て
（
権
現

の
湯
に
つ
い
て
）

企
画
課
長
　
昨
年
度
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
見
直
し
、
強
化
し
た
。

抵
当
権
付
き
の
土
地
購
入
に
つ
い

て

町
長
　
解
除
手
続
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

敬
老
会
に
つ
い
て

町
民
課
長
　
敬
老
会
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

直
通
電
話
の
セ
ッ
ト
時
間
に
つ
い

て
。 

町
長
　
停
電
な
ど
の
影
響
で
設
定
時
間
が

ず
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
は
確
認
し

て
い
く
。

道
路
交
通
法
の
違
反
発
生
に
対
す

る
監
督
管
理
者
の
処
分
の
有
無
は
。

町
長
　
理
事
者
が
管
理
監
督
者
と
し
て
、

給
料
の
減
額
等
に
よ
り
戒
め
て
い
る
。

議
会
・
行
政
・
財
政
の
変
革
に
つ

い
て
。

町
長
　
私
が
お
答
え
す
る
立
場
に
あ
り
ま

せ
ん
。区

費
・
部
落
費
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
。

町
長
　
地
域
自
治
の
推
進
と
自
治
活
動
の

促
進
を
図
る
た
め
、一
定
の
基
準
を
定
め
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
有
効
に
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

土
地
改
良
区
の
負
担
金
の
軽
減
に

つ
い
て
。

町
長
　
土
地
改
良
法
第
36
条
の
規
定
に
基

づ
い
て
対
応
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

教
育
委
員
会
の
チ
ー
ム
制
に
つ
い

て
。

教
育
長
　
情
報
共
有
等
既
に
連
帯
感
を

も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
いまい
井　英

ひであき
昭

宮
みやさか
坂　幸

ゆきお
夫

チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
と
の
会
話
の
一
部
画
面

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
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遊
休
荒
廃
地
の
復
旧

白
樺
高
原
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
と
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
！

　

ま
ず
こ
の
計
画
は
昭
和
51
年
７
月
か

ら
時
を
止
め
た
ま
ま
の
時
代
錯
誤
な
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
現
状
に
置
き
換

え
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
後
の

白
樺
高
原
の
観
光
振
興
に
お
い
て
、
新
た

な
ふ
り
幅
を
持
た
せ
、
自
然
環
境
を
守
り

な
が
ら
中
身
の
見
直
し
を
し
て
、
よ
り
持

続
可
能
な
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。

町
長
　（
仮
称
）
立
科
町
観
光
推
進
会
議

で
議
論
を
深
め
て
い
く
。

蓼
科
園
地
に
遊
具
を
！

町
長
　
議
員
の
提
案
と
し
て
承
っ
て
お

く
。

旧
つ
つ
じ
荘
跡
地
の
整
地
を
！　

町
長
　
今
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で
景
観

に
配
慮
し
て
進
め
て
い
く
。

景
観
整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い

く
べ
き
で
は
？

町
長
　
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
は
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

道
の
整
備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
道
路
を
た
だ
単
に
整
備
を
す
る
と

い
う
単
純
な
話
で
は
な
い
。

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
し

て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
の
か
。

町
長
　
選
ば
れ
る
観
光
地
と
な
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

を
整
備
す
る
と
と
も
に
白
樺
湖
ジ
ョ
ギ
ン

グ
ロ
ー
ド
、
女
神
湖
多
目
的
運
動
場
も
活

用
し
て
い
く
。

鉄
道
の
無
い
当
町
で
は
、
車
を
運

転
し
な
い
人
々
の
移
動
手
段
と
し

て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
は
重
要
だ
。「
立
科
町
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
は
今
年
度
が
計

画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
。
現
状
、
課

題
、
方
針
な
ど
は
。

町
長
　
収
支
改
善
は
難
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、そ
の
維
持
は
必
要
不
可
欠
だ
。

近
年
は
福
祉
的
な
面
か
ら
も
維
持
・
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
目
指
す
。

企
画
課
長
　
財
政
面
と
利
便
性
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
、
来
年
度
以
降
の
計
画
を
策

定
す
る
。

今
年
度
は
５
年
間
の
「
第
２
期
立

科
町
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
計
画

期
間
の
４
年
目
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
振
り
返
り
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

町
長
　
遊
休
荒
廃
地
面
積
の
令
和
６
年
度

目
標
は
３
０
０
ha
だ
が
、
令
和
３
年
度
は

20
数
ha
多
い
。
継
続
し
て
作
付
け
で
き
る

作
物
の
研
究
を
進
め
る
な
ど
に
よ
り
、
遊

休
荒
廃
地
の
復
旧
に
取
り
組
む
。

産
業
振
興
課
長
　
遊
休
荒
廃
地
の
復
旧

は
、
農
業
生
産
の
増
加
、
地
域
雇
用
の
創

出
、
環
境
保
全
な
ど
の
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
遊
休
荒
廃
農
地
復

旧
対
策
事
業
を
活
用
し
て
進
め
た
い
。
ま

た
、
国
や
県
の
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
に
努
め
、
生
産
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
も
参
考
に
す
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
を
前
提
と
し
て
、
一
人
あ
た
り
の

生
産
性
を
高
め
る
と
い
う
考
え
方
も
必
要

だ
。
そ
の
観
点
か
ら
、
遊
休
荒
廃
地
の
有

効
活
用
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

今
いまい
井　健

けんじ
児

村
むらまつ
松　浩

ひろよし
喜

地
域
公
共
交
通

（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）

魅
力
あ
る
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

地域公共交通網形成計画に掲げたスマイル交通
16項目の事業は、概ね実施されている。

整備が急がれる旧つつじ荘跡地



12

議会活動について「ご意見・ご要望」をお聞かせください。
発行／長野県立科町議会　　編集／議会だより編集委員会
〒384-2305　長野県北佐久郡立科町芦田2532番地　TEL（0267）88‐8413 有線2311　FAX（0267）56‐2310
E‐mail  gikai@town.tateshina.nagano.jp　URL　https://www.town.tateshina.nagano.jp 議会ホームページ

　
６
月
の
特
集
号
に
続
き
、
新
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
と
し
て
２

回
目
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
作
成
す
る
編
集

委
員
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず
、

新
人
議
員
は
必
ず
委
員
に
。
そ
し

て
２
期
目
議
員
か
ら
と
、
３
期
目

以
上
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
が

選
出
さ
れ
、
そ
の
議
員
で
委
員
会

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
員
だ
よ
り
が
皆
様
の
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
梅
雨
も
明
け

て
「
町
民
の
皆
さ
ん
暑
中
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
」
で
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
十
分
な
休
養
で

暑
い
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
沢
常
裕

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長 

村 

田 

桂 

子

副
委
員
長 

小
野
沢
常
裕

委
　
　
員 

森 

澤 

文 

王

 

芝 

間 

教 

男

 

今 

井 

健 

児

 

宮 

坂 

幸 

夫

 

秦 

野 

仁 

美

集
後
記

編

初当選議員研修会

初当選議員研修（長野県自治会館）秦野 仁美

　5月25日、長野県町村議会議長会主催の初当選議
員研修会に参加しました。
　県下、145名の新人議員が勢ぞろいし、「議員とし
て活躍するために」と新潟県立大学国際地域学部 准
教授 田口一博氏の講義や、「議案の審議について」の
詳しい説明がありました。
　これから議員としてスタートするにあたり、議員とし
ての基本的心得やマナーを学んできました。
　市町村ごとに問題の内容は違ってきますが、解決手
法は同様ですので大変参考になりました。また立科町
が抱える問題解決についてのヒントもありましたので
今後の議員活動に活かしていきたいと思います。

5
月
8
日
に
開
催

第
３
回
臨
時
議
会

　
改
選
後
の
初
議
会
で
、議
長
･
副
議
長
の
選
出
や

議
会
構
成
を
決
定
。詳
細
は
、議
会
だ
よ
り
1
7
6
号

特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
。

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
子
ど
も
1
人
当
た
り

5
万
円
を
給
付
す
る
事
業
費
と
し
て
3
1
1
万
9

千
円
を
計
上

一般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

5
月
15
日
に
開
催

第
４
回
臨
時
議
会

表
紙
写
真

　
昨
年
８
月
初
旬
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。

　「
立
科
町
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の｢

休

耕
畑
に
ヒ
マ
ワ
リ
を
咲
か
せ
よ
う
！｣

と
の
事

業
に
、
上
房
の
数
名
が
協
力
し
て
６
月
初
旬

に
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
は
風
雨
に
耐
え
、
雑
草
と
も
共

生
し
な
が
ら
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
は
、
太
陽
を
追
っ
て
東
か

ら
南
、
そ
し
て
西
へ
と
向
き
を
変
え
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
大
輪
は
一
日
中
、

東
を
向
い
て
い
る
の
で
し
た
。

　「
え
〜
、
そ
う
な
の
〜
？
」
び
っ
く
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
ど
う
で
す
か
？

小
野
沢
常
裕
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